











































































































































































































































































国際能楽研究会ワークショップ Impact HUB Kyoto 平成２７年５月７日
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実のところ、保守的な態度をとっている INIは他の国際的日本伝統芸能ト
レーニング・プログラムに比べると参加者の人数は少ないという事実がある。
確かに伝統の枠を超えて能を国際・学際的に広めようと思いながら伝統的伝
承状況を守ることは困難である。恐らく戦後以降、世界中の芸術の国際化
（或いはグローバル化）が始まった時点で短期ワークショップ、集中講座な
どの学習環境は日本でも立ち上げられたが、「短期」は生涯学習と呼ばれる
「芸道」の基本理念と矛盾しているように見える。しかし日本人でない人た
ちが日本の仕来りに盲目的に従うとは期待するべきではない。これからは、
国際化を充実させるために文化交流を認めなければならないだろう。通成が
述べたように、能が「真実の国際文化交流の実践の場」になるということは
無視できないはずだ。
国際能楽研究会・これからの挑戦
では国際化している現代と伝統的学習状況はどのような折り合いをつけれ
ば良いのか。現在、能の世界は苦境に立たされている。バブル経済がはじけ、
平成２０年以降リーマン・ショックが起こした経済危機が祟って、観客にせ
よ、素人弟子にせよ、能愛好者の人口の減少が見られる。５あいにく、この
危機の悪影響は INIにも及んでいる。私は平成１８年以来 INIに属している
ので、会の全盛期となった昭和６０年代を自ら経験していないのだが、その
当時の盛んな活動を取り戻すため、諸先生・諸先輩方、後輩とともに現在に
おける INI能の価値観と役割を改めて考えている。INIは伝統を守りながら
外国の人々に本格的な稽古をつけることを目標、あるいはミッションとして
いるけれど、世界の移り変わりを認識した上で、国際的指導へのアプローチ
改善をする時が来たと思われる。
近年、デジタル技術の進歩のおかげで国際的なネットワークを作成するこ
とはより容易になった。SNSを利用して公演案内などを知らせている能楽
５ 堀上謙「再考・謡曲人口の減少」（『能の集積回路』２０１３年 ６４～６７頁）
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師が少なくない。そのような中 INIもブログ、フェースブック、ツイッター
などを利用しながら会の思想と活動を遠方まで届けるようになっている。そ
の結果多くの国から相談依頼や稽古の申し込みなどがしばしば来ている。し
かし京都でその依頼に応える計画にはまだ改善の余地がある。日本でしか受
けられない徹底的な能楽教育（謡・仕舞・囃子の稽古、公演鑑賞）をさせる
こと、そしてその教育を取り囲む環境（価値体系、しきたり、師弟関係）を
浴びて学ぶことが重要であるから、外国人の来日を容易にするために、通成
は、外国の弟子に宿泊、食事、練習などをさせることができる「能楽アカデ
ミー」のような場所を建てることを考えている。
また、海外においては単発ワークショップばかりを行うより、定期トレー
イニング・プログラムを行えば首尾一貫した指導を受けさせられるようにな
るであろう。プロの能楽師は日本で仕事に追われ、海外で長い間活動をする
のが難しいことだろう。だからこそ、外国人師範の次世代を育成することに
よって、国際伝承の未来へ新たな扉が開かれるのではないだろうか。これか
ら新しい挑戦が始まるが、我々 INI国際能楽研究会は平成２８年３０周年記念
の準備をしながら能の研究、発表、国際的普及など、世界へ向けての発展に
努力して行きたい。
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